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神
と
自
分
と
の
関
係
を
、
わ
か
り
易

く
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
直
接
自
分
を
生

ん
で
く
れ
た
の
は
両
親
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

両
親
の
魂
（
心
）
は
自
分
の
魂
（
心
）に

引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
両
親
に
は
又

両
親
が
あ
り
、
遡
っ
て
い
け
ば
、
先
祖
が

あ
っ
て
の
自
分
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、

先
祖
の
魂
（
心
）
が
、
自
分
に
伝
わ
っ
て

来
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
も
、

否
定
し
得
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

自
分
の
肉
体
も
、
先
祖
の
肉
体
を
受
け
つ

い
で
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
す
る
以
外
に

な
い
。
即
ち
自
分
の
魂
（
心
）
も
肉
体
も
、

自
分
の
両
親
を
介
し
て
、先
祖
の
魂（
心
）

と
肉
体
と
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
そ
れ
故
、

自
分
は
先
祖
の
分
身
（
心
）で
あ
る
と
い

え
る
。
祖
孫
一体
、
氏
神
と
氏
子
と
は一体

で
あ
る
と
の
信
仰
が
、
神
道
で
は
明
瞭
で

あ
る
所
以
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

　　
林
羅
山
は
江
戸
初
期
の
朱
子
学
者
で
、
幕
府

の
文
教
を
掌
っ
た
。
神
道
を
説
い
て
は
神
儒
一致
の

考
え
に
立
っ
た
。
神
道
伝
授
・
本
朝
神
社
考
等
の

著
が
、
そ
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。

岡
田
米
夫
『
神
道
百
言
』よ
り
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先
祖
の
魂
は
子
孫
に
伝
わ
る

　

我
が
身
生
れ
て
あ
る
は
、

即
ち
是
れ
、

　

先
祖
の
身
分
れ
た
る
故
也

　

  ―
―

林
羅
山
・
神
道
伝
授―

―

祝
祭
日
に
は

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

其の
十

　

私
は
心
臓
病
と
は
縁

が
無
い
と
お
考
え
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
普
段

何
気
な
く
聞
く
「
不
整

脈
」
と
い
う
言
葉
に
は

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
規
則
的
に
脈
が
飛
ぶ
」、「
脈
が
不
規
則
に
な

る
」、「
胸
が
一
瞬
ド
キ
ッ
と
す
る
」、「
走
っ
て

も
い
な
い
の
に
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
」
な
ど
、

脈
拍
や
心
拍
に
関
す
る
症
状
は
大
抵
の
人
が
過

去
に
少
な
く
と
も
一
度
は
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

通
常
心
臓
は
一
分
間
に
約
六
十
〜
八
十
回
の

規
則
的
な
リ
ズ
ム
で
拍
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
リ
ズ
ム
は
右
心
房
に
あ
る
洞
結
節

で
作
ら
れ
、「
刺
激
伝
導
系
」
と
い
う
経
路
を
伝

い
、
心
房
か
ら
心
室
に
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
に
お
い
て
心
筋
が
収
縮
し
、
血
液
が
全
身

に
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
刺
激
伝
導
系
」

に
な
ん
ら
か
の
異
常
が
生
じ
る
と
心
臓
は
規
則

的
に
拍
動
し
な
く
な
り
、
脈
が
乱
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
な
か
で
も
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
不
整

脈
と
し
て
心
房
細
動
が
あ
り
ま
す
。

　

心
房
細
動
で
は
、
心
房
全
体
が
ば
ら
ば
ら
に

収
縮
す
る
た
め
、
心
室
の
収
縮
に
も
規
則
的
な

リ
ズ
ム
が
な
く
な
り
、
脈
拍
は
大
き
さ
も
間
隔

も
全
く
不
規
則
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
時
々
起
こ
る
発
作
性
の
も
の
と
慢
性
（
持
続

性
、永
続
性
）の
も
の
と
が
あ
り
、心
臓
弁
膜
症
、

先
天
性
心
疾
患
、
心
筋
梗
塞
な
ど
様
々
な
心
臓

病
を
背
景
に
発
症
し
た
り
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

甲
状
腺
機
能
亢
進
症
を
患
っ
て
い
る
患
者
で
も

見
ら
れ
る
ほ
か
、
健
康
な
人
に
も
起
こ
り
、
高

齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
不
整
脈
で
す
。

　

そ
の
有
病
率
は
加
齢
と
と
も
に
増
加
し
、
七

十
歳
代
の
五
%
、
八
十
歳
代
の
十
%
程
度
の
割

合
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
循
環

器
学
会
の
疫
学
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
五
年

に
わ
が
国
で
七
十
一
・
六
万
人
が
心
房
細
動
を

有
し
て
お
り
（
有
病
率
は
〇
・
五
六
％
）、
二
〇

五
〇
年
に
は
約
百
三
万
人
で
、
予
測
総
人
口
九

千
五
百
十
八
万
人
の
一
・
〇
九 

％
を
占
め
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
約
百
人
に
一
人
が
心
房
細
動
を
有

し
て
い
る
事
と
な
り
ま
す
。
心
房
細
動
が
あ
っ

て
も
そ
の
た
め
に
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
房
内
の
血
液
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
人
に
よ
っ
て
は
心
房
内
に
血
栓
が
出

来
や
す
く
な
り
、
そ
れ
が
脳
に
飛
ん
で
脳
梗
塞

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
病
状
に
よ
っ
て
は
そ
の
治
療
や

予
防
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
心
房
細
動
の

治
療
と
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
脈
拍

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
抗
凝
固
療
法

（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
、
新
規
経
口
抗
凝
固
薬
（
ダ
ビ

ガ
ト
ラ
ン
、
ア
ピ
キ
サ
バ
ン
、
リ
バ
ー
ロ
キ
サ

ン
等
）
の
内
服
）、
薬
物
的
・
電
気
的
除
細
動
治

療
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
焼
灼
術
）
お
よ
び
不

整
脈
手
術
（
メ
イ
ズ
手
術
）
が
あ
り
ま
す
が
、

心
臓
病
（
特
に
心
臓
弁
膜
症
）
を
背
景
と
し
た

心
房
細
動
に
対
し
て
は
不
整
脈
手
術
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

不
整
脈
を
自
覚
し
て
い
な
が
ら
、
症
状
が
持

続
し
な
い
か
ら
と
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

こ
に
は
心
臓
病
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
突
然
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
人
生
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
目
に
は
見

え
な
い
心
臓
病
・・・
一
番
初
め
に
気
が
付
く
の

は
あ
な
た
自
身
な
の
で
す
。
症
状
が
軽
い
か
ら

と
言
っ
て
受
診
を
躊
躇
う
の
で
は
な
く
、
早
め

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
神
奈
川
県
厚
生
連
相
模
原
協
同
病
院

　
　
相
模
原
市
緑
区
橋
本
二
―
八
―
一
八

　
　
電
話
〇
四
二
―
七
七
二
―
四
二
九
一

病
院
創
立
以
来
六
十
有
余
年
に
亘
り
敬
神
の
念
篤
く

元
旦
祈
祷
等
を
さ
れ
て
き
た
相
模
原
協
同
病
院
の
先

生
方
か
ら
、
氏
子
崇
敬
者
皆
様
方
の
健
康
保
持
に
貴

重
な
記
事
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
今
号
は
同
病
院

心
臓
外
科
部
長
の
吉
武
勇
先
生
よ
り
寄
稿
頂
き
ま
し

た
の
で
、
掲
載
致
し
ま
す
。

実
は
怖
く
て
身
近
な
病
気

　
〜
心
房
細
動
に
つ
い
て
〜

相
模
原
協
同
病
院

心
臓
外
科
部
長

　
　
　
　
吉
武
　
勇 

先
生

神 人 和 楽

平
成
二
十
八
年
節
分
祭

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
八
年
二
月
三
日
（
水
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
豆
撒
き
師
（
年
男
・
年
女
・
厄
年
の
人
）
の
ご

希
望
の
方
は
、
当
八
幡
宮
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。）

第
六
回
一
心
泣
き
相
撲
﹁
亀
ヶ
池
場
所
﹂

●
日
時
…
平
成
二
十
八
年
五
月
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
半
開
会

●
会
場
…
亀
ヶ
池
八
幡
宮
境
内

●
応
募
資
格
…
首
の
す
わ
っ
た
生
後
六
ヶ
月
位

か
ら
二
歳
半
位
ま
で
の
男
女
児

●
参
加
費
…
一
三
、〇
〇
〇
円
（
四
股
名
兜
・
一

升
餅
担
ぎ
・
福
引
・
祈
祷
料
・
御
守
・
そ
の
他

含
む
）

●
募
集
人
数
…
百
五
十
名

●
募
集
期
間
…
平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日
よ

り
五
月
十
日
ま
で

●
申
込
・
問
合
せ
…
W
e
b
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w
.nakisum

o.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

夏
越
大
祓
式︵
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
︶

●
斎
行
日
…
平
成
二
十
八
年
七
月
三
日（
日
）

●
式
典
…
午
後
三
時

●
半
年
の
罪
穢
を
人
形
に
移
し
清
め
て
、
心
身

共
に
蘇
る
お
祭
り
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

当
八
幡
宮
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
当
日
も

受
付
け
致
し
ま
す
。）

ご
案
内

御鎮座八百年奉祝大祭・稚児行事

　厄年とは、人生のうちで心身に何ら
かの変調をきたしやすい年齢のことを
いい、また医学の発達した現代におい
ても、万事に慎んで生活しなければな
らない年齢として意識されています。 
人生の区切りである厄年に、心身のさ
まざまな厄災を除き、明るく清らかな心
と健康な体で過ごせるようお祓いを受
けるのが、厄除けのご祈願です。

厄年表平成28年

男　　性
前 厄 本 厄 後 厄

25才
平成4年生

26才
平成3年生

24才
平成5年生

女　　性
前 厄 本 厄 後 厄

19才
平成10年生

20才
平成9年生

18才
平成11年生

33才
昭和59年生

34才
昭和58年生

32才
昭和60年生

37才
昭和55年生

38才
昭和54年生

36才
昭和56年生

61才
昭和31年生

62才
昭和30年生

60才
昭和32年生

42才
昭和50年生

43才
昭和49年生

41才
昭和51年生

61才
昭和31年生

62才
昭和30年生

60才
昭和32年生



　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
丙
申
年

の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皇
室

の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
平
安
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
玉
音

放
送
に
よ
り
大
東
亜
戦
争
の
終
結
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
て
か
ら
七
十
年
の
節
目
の
年
に
あ
た

り
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
パ
ラ
オ
共
和
国

を
行
幸
啓
に
な
り
、
戦
争
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
人
々
を
慰
霊
さ
れ
、
平
和
を
ご
祈
念
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
「
全

国
戦
没
者
追
悼
式
」
に
御
臨
席
遊
ば
さ
れ
、
先

の
大
戦
に
対
す
る
深
い
反
省
と
と
も
に
、
戦
陣

に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に
心
か
ら
な
る
追

悼
の
意
を
表
し
、「
世
界
の
平
和
と
我
が
国
の

一
層
の
発
展
を
祈
る
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
国
津
々
浦
々
の
神
社
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
は
こ
の
戦
争
で
亡
く

な
ら
れ
た
多
く
の
尊
き
英
霊
の
お
陰
で
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
、
慰
霊
祭
並
び
に
平
和
祈
願
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
年
々
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
（
国
連
気
候
変
動
会
議
）
が
開
催
さ
れ
て

い
る
最
中
、
日
本
で
は
十
二
月
と
し
て
の
気
温

が
二
十
四
度
の
夏
日
と
な
り
気
象
観
測
史
上
の

記
録
と
な
り
ま
し
た
。
温
暖
化
現
象
は
止
む
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
地
球
破
滅
へ
と
進
行
し
て
い
る

か
将
来
を
大
変
憂
う
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
申
で
あ
り
ま
す
。
猿

は
好
奇
心
旺
盛
で
活
動
的
と
言
わ
れ
、
ま
た
子

猿
に
寄
り
添
う
等
親
切
で
世
話
好
き
で
も
あ

り
、
十
二
支
の
中
で
も
人
間
に
一
番
近
い
動
物

で
あ
り
ま
す
。
悪
い
こ
と
は
、
見
ざ
る
・
聞
か

ざ
る
・
言
わ
ざ
る
で
ご
ざ
る
・・・
。

　

戦
後
七
十
年
を
過
ぎ
、Ｇ
・
Ｈ
・Ｑ（
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
）
の
押
し
つ
け
憲
法
を
改
正
し
、
現

代
の
日
本
に
相
応
し
い
日
本
国
新
憲
法
の
醸
成

に
努
め
、
日
本
再
生
へ
の
足
が
か
り
の
年
と
し

た
い
も
の
で
す
。そ
し
て
総
て
の
国
民
が
安
心
・

安
全
で
生
活
が
で
き
る
国
づ
く
り
を
推
進
し
、

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　８月下旬頃より秋雨前線が南下し不安定な天候が続き
ましたが、当八幡宮の例大祭は９月20日午前10時に晴
れやかな秋空のもと、宮司以下神職並びに神社総代世
話人、氏子崇敬者が多数参列し、祓所での修祓（お清
め）の後、新しい御社殿に参進し祭典が進められました。
　畏くも献幣使が神社本庁からの幣帛を大神様に献納
され、皇室の弥栄・国家安泰、地域の繁栄並びに氏子
崇敬者の平安を祈る祝詞が根岸宮司により奏上され、厳
粛な雰囲気の中、恙無く斎行されました。
　引き続き参集殿にて盛大に直会が行われ、その席で
は皆様から「新しい社殿での例大祭は至極有難さを感
じました。そして日頃の感謝を心底から申し上げました」
等の話で盛り上がりました。
　午後は恒例の少年剣道大会、お囃子や神代神楽の上
演、また夕刻からは
神楽殿に於いてプ
ロ歌手の出演・氏子
有志による演芸大
会等神賑行事が行
われ、夜空に打ち上
げられた花火ショー
が例大祭に一層の
彩りを添えました。

　

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業
の

第
二
期
工
事
と
し
て
進
め
て
参
り
ま

し
た
、神
苑
の
造
成
や
御
神
池「
亀
ヶ

池
」
の
完
成
に

引
き
続
い
て
、

神
苑
入
口
に
平

入
り
切
妻
屋
根

の
神
苑
門
が
新

た
に
完
成
し
ま

し
た
。

　

去
る
十
月
二

十
七
日
大
安
吉
日
、
神
職
に
よ
り
清

祓
式
が
行
わ
れ
、そ
の
後
根
岸
宮
司

が
御
神
池
「
亀
ヶ
池
」に
鯉
を
放
ち
、

放
生
会
が
無
事
に
執
り
納
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

御
神
苑
は
折
を
見
て
神
事
等
の
際

に
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
開
苑
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

御
神
苑
門
完
成

御
神
池「
亀
ヶ
池
」に
て
放
生
会

平
成
27
年例大祭斎行

　

相
模
原
市
氏
子
総
代
会
の
総
代
・
神
職

四
十
余
名
は
、
大
東
亜
戦
争
終
戦
七
十
年

の
節
目
に
あ
た
る
昨
年
、
十
一
月
二
十
日

早
朝
に
亀
ヶ
池
八
幡
宮
を
出
発
し
て
靖
國

神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

予
定
時
刻
に
到
着
後
、
客
殿
に
て
小
方

権
宮
司
様
よ
り
靖
國
神
社
の
由
緒
等
に
つ

い
て
懇
切
丁
寧
な
講
話
を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
御
社
殿
に
参
進
し
二
百
四
十
六

万
六
千
余
柱
の
英
霊
の
御
前
に
額
突
き
参

拝
し
た
後
、同
神
社
に
併
設
さ
れ
た
遊
就
館

に
て
、
英
霊
等
に
ま
つ
わ
る
遺
品
の
数
々

を
見
学
し
改
め
て
今
日
の
日
本
の
平
和
・

発
展
は
英
霊
等
の
お
陰
で
あ
る
も
の
と
感

謝
の
念
に
浸
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
葛
飾
柴
又
で
昼
食
を
と
り
、

門
前
町
を
散
策
し
な
が
ら
柴
又
帝
釈
天
を

三
三
五
五
参
拝
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
日
の
最
終
見
学
地
で
あ
り

ま
す
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
天
望
デ
ッ
キ

（
三
五
〇
ｍ
）
に
昇
り
眼
下
に
東
京
の
下

町
や
遠
く
の

山
々
等
を
観

察
、
そ
の
景

観
の
素
晴
ら

し
さ
に
驚
嘆

し
、
慰
霊
参

拝
と
親
睦
旅

行
を
満
喫
し

て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

御鎮座八百年奉祝記念事業 第二期工事経過報告

参拝者専用駐車場並びに
御神札御守頒布所整備
　数年来待望していた参拝者専用駐車場のアスファ
ルト敷設工事が行われ、約百台駐車できるようにな
り、参拝者の方々の利便性が一層向上しました。
　また、御神札御守頒布所前の屋根を引き延ばす
増改築工事をし、参拝者の方が清 し々い気持ちで
御神札類をお受けできるようになりました。

國
神
社
昇
殿
参
拝
研
修

相
模
原
市
氏
子
総
代
会

　

御
鎮
座
八
百
年
を
記
念
し
て
製
作

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
大
太
鼓

が
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
十
二

月
二
十
六
日
、
御
社
殿
に
立
派
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
は
古
来
よ
り
打
ち
鳴
ら
す

音
で
大
神
様
の
お
力
を
奮
い
起
こ
す

と
い
わ
れ
、
ま
た
神
社
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
も
の
で
す
。

　

北
相
模
総
守
護
社
の
そ
の
名
に
相

応
し
い
県
内
で
も
有
数
の
大
太
鼓
で
す
。

　

ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
下
記
に

ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
奉
納
者
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

総重量：約700kg　総高さ：2m90cm　胴回り：約5.6m
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正
彦

根
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良
郎

亀
ヶ
池
八
幡
宮

　
　
　

世
話
人
一
同

大
貫
秀
文
・
律
子

福
田　

和
子

田
村　

賀
世

石
川　

誠
剛

小
林
信
二
郎

石
井　

正
彦

仁
上
洋
一
郎

金
谷　

栄
一 

山
本　
　

清

白
鷹
運
輸
㈱

相
模
原
中
央
病
院

㈱
Ｓ
Ｅ
Ｔ 

Ｕ
Ｐ

瀧
本
林
業
㈱

ハ
ラ
グ
ル
ー
プ
本
部

フ
ォ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
㈱

松
井
建
設
㈱

稲
葉
電
気
興
業
㈱

今
商
㈱

志
賀　

末
吉

福
井　

龍
夫

田
中　

幹
人

小
野
澤
セ
キ
子

沼　

良
男

星
野　
　

玉

杉
山　
　

弘

大
太
鼓

奉
納
者
芳
名

ゆ
う
し
ゅ
う
か
ん

亀
ヶ
池

  

新
調
す大
太
鼓

亀
ヶ
池

  

新
調
す
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